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⾃動運転の実装をなぜ⽬指すのか︖
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本当にコスト削減︖

運転⼿の⼈件費

センサー満載の⾃動運転⾞両
遠隔監視が出来る⾼度⼈材
最新のIoT／ICT機器

…
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オペレーターにとっての⾃動運転の本質的な価値
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省⼒化・少⼈化 柔軟性

利⽤者利便の向上／サービスの横展開性の⾼さ
➾持続可能なビジネスモデルの構築
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⽬指すのは新しいモビリティサービス
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⾃動運転×MaaSの両輪を進めることが必要⼗分条件
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みちのりHDで取組を進める実証実験
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MaaS（基幹交通との連携）

基幹交通の⾃動運転化 MaaS（都市内のAIデマンド）

MaaS（多様な交通⼿段の統合）

ラストワンマイル⾃動運転（⼭間地型）

ラストワンマイル⾃動運転（郊外型）

⽇⽴市⾦沢団地＠FY20

常陸太⽥市⾼倉＠FY19

⽇⽴市⼤甕駅＠FY18

ひたちBRT＠FY18／20

⽇⽴市⼤沼
＠FY19／20

⽇⽴市城南台＠FY20
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オペレーターの役割は何か︖
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⾃動運転⾞両
の開発

遠隔
監視技術

⾞両管制
技術

法制度の
議論

法制度の
運⽤・解釈

利⽤者接点
（料⾦徴収）

緊急時の
対応⽅法

⾃動運転技術が実装されることを前提に、サービス化した際に必要なものを探索

⾞両の
メンテナンス

最適な⾞両
運⽤

ビジネスモデル
の検討

スムーズな
乗降者
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みちのりHDで注⼒する⾃動運転の実装領域
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ＮＥＤＯサイトから引⽤

⾼規格道路
（貸切・⾼速バス）

ラストワンマイル
（ロースペック技術）

基幹交通
（ＢＲＴ）都市内移動

都市間移動

都市内デマンド
（P2P移動）

みちのりグループが
早期実装に注⼒する領域
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みちのりグループの取り組み紹介
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PJサイト
（http://autonomousbus-project.com/）



Michinori Holdings All Rights Reserved

FY20の⾃動運転実証
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• 2週間の試験実証/無償運⾏
• 運⾏本数︓8便
• ⼩型バス（ポンチョ/着席定員8名）
• 延べ乗⾞⼈数︓544⼈
• ⾛⾏距離︓約3km
• 信号協調/⼈感センサー（1か所）
• 体験モデルアプリの提供

2018年度実証 2020年度実証（11⽉30⽇〜）

• 4か⽉間の⻑期実証/有償運⾏
• 運⾏本数︓平⽇8便/休⽇6便
• 中型バス（エルガミオ/着席定員25名）
• ⽬標︓4,000⼈（最⼤15,600⼈）
• ⾛⾏距離約10km
• 路側センサー（⼈と⾞）（3か所）
• MaaSアプリ、AIデマンドとの連携

⾛⾏予定ルート（⻘線︓実⾞/⾚線︓回送）

• ⾛⾏レベル︓レベル２ （⼀般道）／レベル３（専⽤道）
• ⾞両︓いすゞ エルガミオ
• ⾃⾞位置推定︓⾼性能GPS＋IMU（ジャイロ）＋磁気

マーカー
• 障害物検知︓前⽅/後⽅Lidar（距離測定）

＋カメラ（物体認識）
• 安全監視 ︓遠隔監視システム（KDDI)
• 路側センサー︓住友電⼯、⼩⽷製作所、パイオニア（PSSI)

⾃動運転の技術仕様
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インフラ協調システム（住友電⼯提供）

 ⾃動運転⾞単独では右左折が難しい交差点にセンサを設置し、安全・円滑な⾃動運転を⽀援します。
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死⾓⽀援システム（⼩⽷製作所／コイト電⼯提供）

 ⾃律⾛⾏での安全確保が難しい状況においても路側から視覚情報を提供し、⾃律⾛⾏が継続可能となるよう⽀援します
。
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交差点監視システム（パイオニアスマートセンシングイノベーションズ【ＰＳＳＩ】提供）

 ⾃社開発の3D-LiDARで交差点内外を⾛⾏する⾞両を検知、その存在とリスク度合いを事前に⾃動運転バスと乗客に
知らせます。
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⾃動運転⽤遠隔監視システム（ＫＤＤＩ／ＫＤＤＩ総合研究所）

 ⾃動運転バスを遠隔から監視するだけでなく、⾃動運転バスを⽀援する路側に設置されたセンサーの稼働状況も⼀元的に
モニタリングする仕組みを搭載しています。
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“リアル”な実装を⽬指す中での経験
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実装に向けた課題や障壁

実装出来る現実的なサービスレベルの設計
レベル4・完全無⼈を⽬指すのか︖

経済性の試算
仮定ではなく、現実的な導⼊モデルでの検討

使う側のリテラシーの向上
真のリスク要因の把握にはシステム全体への深い理解

事業としての可⽤性の担保（10年単位での事業設計）
⼈によるバックアップ体制の確保は︖
提供されるサービスの継続性は︖
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みちのりホールディングスの⾃動運転のコンセプト
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自動運転バスは、いわば、まちを泳ぐ魚群なのだ。

⾃動運転バスにラッピングしている⿂群の絵は、⼩さな⿂が群れを作って泳ぐ様が、まるで⼀つの「⾃⽴した意思」を持ったシステムの
ように⾒えることにヒントを得たデザインです。⼀匹、⼀匹の⿂は⾃⽴した⼀つの個体ですが、全体として調和したシステムのように
振る舞う。
街に導⼊されていく⾃動運転バスが、全体で⼀つのシステムとして機能する将来をイメージしています。
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Contact （連絡先）

株式会社 みちのりホールディングス

浅井 康太

TEL ︓ 03-6250-1081
e-mail ︓ k.asai@igpi.co.jp

 資料や取り組みに関する問い合わせは以下までご連絡ください。
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